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近年の山口県日本海沿岸に出現した鯨類

河野光久

WhalesoccurredattheJapanSeaCoastof

YamaguchiPrefectureinRecentYears

MitsuhisaKAWANO

Sevenspeciesandtwenty-OneindividualsofwhalesoccurredattheJapanSeacoastof

YamaguchiPrefectureduring199612006.Minkewhales(Balaenopteraacutorostrata)weremost
abundantspecies(12individuals)ofthem.Theyoccurredonlyincoldseasons(autumntospring).

Itwasconsideredthattheywouldoccuratthisareaonthewaytothespawningground(low

latituderegions)ortothefeedingground(highlatituderegions).
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鯨類は海洋生態系における高次捕食者として食物連

鎖の構成に重要な役割を担っている｡ また,多くの鯨

類が直接的に餌として漁業対象の海洋生物を多量に消

費する他,間接的に漁業対象の海洋生物の餌生物を多

量に消費する1)ことにより,漁業活動と競合 してい

る2)｡本研究の対象海域である山口県日本海沿岸域は

漁業活動の大変盛んな海域であるので,本海域で鯨類

が生態系や漁業にどのような影響を与えているのか大

いに注目されるところである｡ しかし,近年の本海域

における鯨類の出現については,下関市立Lものせき

水族館海響館が1998-2005年に同館に寄せられた情報

をとりまとめて報告している3)だけである｡ しかも,

同報告3)では小型ハクジラ類 (いわゆるイルカ類)の

出現に関する報告が大部分を占め,ヒゲクジラ類につ

いては2003年のミンククジラに関する1事例が報告さ

れているのみである｡ しかし実際には,ミンククジラ

はほぼ毎年のように定置網で混獲され,その情報は山

口県水産研究センターに寄せられている｡

本研究は1996-2006年に山口県水産研究センターに
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寄せられた鯨類の出現に関する情報を整理し,出現種,

体長,出現時期および出現場所を明らかにしたので,

報告する｡

材料および方法

山口県日本海沿岸における鯨類の出現に関する情報

は,1996-2006年に県内の漁業協同組合,長門市役所,

山口県萩水産事務所から山口県水産研究センターに寄

せられたものである｡ これらの情報の内,イルカ類に

関するものは極めて少なかったこと,およびイルカ類

に関する情報はすでに下関市立Lものせき水族館海響

館により報告されている3)ことから,本報告ではイル

カ類を除く鯨類について,出現種,体長,出現時期お

よび出現場所をとりまとめた｡

結 果

1996-2006年に山口県日本海沿岸 (Fig.1)に出現

し た 鯨 類 は , ミ ン ク ク ジ ラ Balaenoptera

acutorostrata,オウギハクジラ属Mesoplodonsp.,
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この内小型のミンククジラが大部分を占めた (Fig.2)｡ミン

ククジラの体長は2-6mで,特に

4-5mの個体が多かっTable1 WhalesoccurredattheJapanSeacoastofYamaguchiPrefecturefrom 1996

to2006No･ Date Location* Species Condition indqLiSfua

ls1April15,19

962May15,19963

April18,19974Sep
temberll,199850ct

ober1,199860ctobe

r5,19997Febru

ary27,20018Apr
i12,20019Nove

mber26,200110Nove

mber12,2002llFeb

ruary5,200312Ap

ril3,200413April29,20

0414February10,200515

February28,200516

December25,200517Ma

rch8,200618Aprilll,

200619May25,200620November21,2006Kiwado,Nag

atocityKayoi,Nagatoci

tyKawatana,Shimonosekic

ityAmagase,Shimonosek

icityYuyaBay,Nag

atocityOffMishima,H

aglCityTadanohama,
NagatocityMouthofFukawaRiver,Nagato

cityOhshima,HaglCi

tyYutama,Shimonos

ekicityYoshimi,S

himonosekicityKoshigahama

,HaglCityKiwado,Nagato

cityKoshigaham

a,HaglCityKiwado,

NagatocitySenzaki,Na
gatocityOhiminato

,HaglCityYuyaBay,Naga

tocityKayoi,Nagatocity

Kayoi,Nagatocity BalaeTWPteraaCutOrOStr

ataBalaenopteraacutorostr

ataMesoplodonsp.BalaeTWP

teraOmuraiPhyseterTnaCrO

CePhalusBalaenopteraedeni

MYSTICETIsp.KogLaSinus

Balaenopteraacutorostrata

Mesoplodonsp.

BalaelWPteraaCutOrOStrata

BalaeTWPteraaCutOrOStrata

Balaenopteraacut
orostrataBalaenopteraacutorostrata

Balaenopteraacuto

rostrataBalaenopter
aacutorostrataBalaenopteraacutoros

trataMesoplodon

sp.Balaenoptera
acutorostrataBalaenopteraacutorostrataCatchbys

etnetCatchbys
etnetSt

arandingS

wimmlngSw

immingSwimmlngStrandingStrandingCatchbysetnetStranding
Stranding
Catchbysetnet
Catchb y



た (Fig.2)｡ 体長17mの個体はマッコウクジラ,10

mの個体はツノシマクジラであった (Fig.2)0
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OnS Showminkewhales.鯨

類が出現 した月は2-5月および9-12月で,6-8

月の夏季には出現 しなかった (Fig.3)｡ この内ミンククジラは2-5

月および11-12月に出現 した(Fig
.
3)｡
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Solidre glOnSShowminkew

hales.出現 した場所を市町村別にみると,長門

市沿岸が最も多く11頭,次いで萩市沿岸の6頭,下関市沿岸の

4頭の順であった (Tablel,Fig.1)｡発見された時の

状態は,定置網で混獲されたものが最も多く9頭,その他に海岸に漂着したものが7頭

,遊泳中のものが5頭であった (Tablel)｡ -77- 考

察奈須 4)によれば,長門市およびその周辺の北浦沿岸

では江戸時代に捕鯨が盛んに行われ,1698-1

889年にばlo-4月にセミクジラBalaena

glacialis,コククジラEschrichtitusrobustus,ザ トウクジラMegapte

ranouaeangliae,ナガスクジラBala

enopteraphysalusなどの大型 (体

長10m以上)の鯨類が漁獲されていた｡本研究で

は,近年これらの大型の鯨類はまったく出現せず,小型のミンククジラが主体と

なって出現 していることを明らかにした (Table

l)｡ ミンククジラの出生体長は2-3m,離乳体長は4-5

m,性成熟体長は7-8mである5)こと,および出現したミンク

クジラの体長は2-6mで4-5mの個体が多かった

ことから,出現したミンククジラは出生後間もない個

体から性成熟前の個体であり,特に離乳直後の個体が多

かったと考えられる｡ミンククジラは山口県日本海

沿岸では2-5月および11-12月に出現し,1月および6-10月

には出現しなかった(Ta

blel,Fig.3)｡ ミンククジラを含むヒゲク

ジラ類は一般に冬季は低緯度の暖海域で繁殖行動を行い,夏季には餌生物の豊富な高緯度海域へ移動

するという, 1年周期の回遊を行う5)ことから,山口県日本海沿岸への出現は,低緯度の繁殖

海域へ南下する途中と高緯度の索餌海域へ北上する途中に見られたものと推定される｡
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